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シーン ショット 字幕 被写体 ナレーション セリフ 音楽／音 歌詞
1 1 元亀天正の頃　天下麻の如く　乱れ 騎馬の影絵 ○

2 法螺を吹く武士 ○／法螺の音
3 たくさんののぼり ○／法螺の音
4 疾走する馬の足 ○／馬の走る音
5 待機をする騎馬隊 ○
6 槍や刀を持ち前進する武士ら ○
7 たくさんののぼり ○
8 纏が擬人化 ○
9 疾走する馬の足 ○／馬の走る音
10 疾走する騎馬隊 ○／馬の走る音
11 山間から鉄砲を撃つ武士 ○／鉄砲の音
12 疾走する騎馬隊 ○／馬の走る

音、鉄砲の音
13 山間から鉄砲を撃つ武士 ○／馬の走る音
14 疾走し、崖の間を飛ぶ騎馬隊 ○／馬の走る

音、鉄砲の音
15 枝に登った武士が紐を引っ張る ○
16 下の枝が動く、武士 ○
17 枝に登った武士が紐を引っ張る ○
18 下の枝が武士の頭に当たる、合図と共に鉄砲が撃たれる 武士1：撃てー ○
19 枝に登った武士が紐を引っ張る ○
20 下の枝が武士の頭に当たる、合図と共に鉄砲が撃たれる 武士1：撃てー ○／鉄砲の音
21 何べんも叩かれる武士、鉄砲が撃たれる 武士1：撃てー ○／鉄砲の音

2 1 藤吉郎は　青雲の志を抱いて 夜の山村の様子の影絵 ○
2 夜の湖、やはぎ橋 ○
3 橋を渡り端から眺める藤吉郎 ○
4 月と雲 ○
5 眺める藤吉郎、右手を伸ばしあくびをする藤吉郎 藤吉郎：いいお月様だなあ。お月

様、僕はきっと偉くなりますよ
○

6 橋を渡る武士 ○
7 隠れる藤吉郎、武士がやってくる ○
8 藤吉郎の足が踏まれる ○
9 足を踏まれ藤吉郎は暴れだす棒が武士に当たり、武士はも

ういちど踏もうとし、藤吉郎は飛び出す。武士は誤って足を
魚にかまれる

藤吉郎：ははは・・・
武士：□□□□どうだ。俺の家来な
らぬか。
藤吉郎：お前は誰だ。
武士：俺は蜂須賀小六様という、野
武士だ。
藤吉郎：お前こそ俺の家来になれ。
武士：ははは・・・

○

10 驚き倒れる武士の家来 ○
3 1 よき　主君を求めて　清洲の城下へ 林の風景 ○

2 城下町を歩く藤吉郎 ○
3 歩く藤吉郎、占い師（台には「人相　易断」）に声をかけられ

る
占い師：あーもしもし。
藤吉郎：□□□□□□は、拙者のこ
とか。
占い師：貴殿の相はなかなかよさそ
うじゃ。

○

4 占い師に占ってもらう藤吉郎 占い師：どれどれ、１つ見て信じま
せうかな。
藤吉郎：これはかたじけない。

○

5 大きい虫眼鏡にびっくりする藤吉郎 ○
6 虫眼鏡に写った藤吉郎が秀吉になる ○
7 びっくりして確認する占い師 ○
8 虫眼鏡に写ったぼけた秀吉がはっきり写る 占い師：いやいや ○
9 占い師がびっくりして後方にこける 占い師：こりゃ大変だ。 ○
10 びっくりする占い師 占い師：貴殿の相は天下を ○
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11 びっくりした占い師をさする藤吉郎 占い師：取る相だ。
藤吉郎：拙者が天下を取ったら、貴
殿を重く用いよう。
占い師：へっ、そりゃ、あの私めを。
へえー
藤吉郎：いかにも。
占い師：しまった、見料を貰うのを忘
れた。

○

4 1 織田信長に仕へて 幕
2 雪が降り積もる道 ○
3 玄関を行ったりきたりする藤吉郎 ○
4 外で震える藤吉郎、下駄を息で温める 藤吉郎：はくしょん。 ○
5 殿のお出ましを言う家来 家来：殿様のお出ましー。 ○
6 織田信長が家来を連れやってくる ○
7 玄関前で土下座をする藤吉郎 ○
8 ぞうりを履く織田信長 ○
9 笑顔の織田信長 ○
10 草履を座って踏む藤吉郎 ○
11 怒り出す信長 ○
12 草履を履くのをやめる ○
13 怒る信長 織田信長：下衆め。□でんのぞうり

を尻に背負ったな。
○

14 藤吉郎を棒で叩く信長
15 怒る信長
16 理由を説明し胸を見せる藤吉郎 藤吉郎：殿様、実はかような次第で

ございます。
17 笑い出す信長 信長：ははは、可愛いやつめ。これ

藤吉郎、信長はそちの出世を楽し
みにしているぞ。よいか。

○

18 藤吉郎は頭を下げたまま信長が家来を連れ外出する ○
5 1 美濃の城主　斎藤龍興との　合戦

に・・・
夜で真っ暗な風景 （ここより音が不鮮明） ○

2 信長と家臣たち 家臣1：【□□□□□□□□□□□
為には差し障りのせぬ□□事は□
□□□と言えまする？】

○

3 家臣に問う信長 信長：□□□□□じゃ ○
4 信長に進言する家臣 家臣1：では□□ごとに□□□築い

て□□くる敵を□□□□□に
○

5 信長と家臣たち 信長：□□□□□□□□は
家臣1：はは。

○

6 家臣たち 家臣1：□□□□□□□□成し遂げ
まする。

○

7 家臣 ○
6 1 木材に釘を打つ男性 ○／釘打つ音

2 土を掘る人 ○／土掘る音
3 のこぎりで木材を切る男性 ○／鋸の音
4 木材に釘を打つ男性 ○／釘打つ音
5 のこぎりで木材を切る男性 ○／鋸の音
6 木材に釘を打つ男性 ○／釘打つ音
7 木材にくいを打つ男性 ○／杭打つ音
8 建設される城と幕とのぼり ○

7 1 夜、山の上で発炎筒を振る人影
2 騎馬隊の将軍 大将：織田の城を人ごみにもみつぶ

してくれ。そのまま続けー。
3 出撃する武士達 ○
4 暗闇から走る馬 ○
5 夜の山道を走る馬 ○
6 出撃する武士達 ○
7 暗闇から走る馬 ○
8 夜の山道を走る馬 ○
9 出撃する武士達 ○
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10 崩れるたくさんののぼり ○
11 炎上するのぼり ○

8 1 信長 信長：ええー不甲斐なき勝家め。誰
か城を続くものはないか。

2 信長と頭を下げる藤吉郎 藤吉郎：なにとぞこの ○
3 藤吉郎 藤吉郎：藤吉郎に仰せく□□□□。

ちなみに
○

4 信長と藤吉郎 藤吉郎：【かれかいます？】 ○
5 信長：うーん。□□そちが ○
6 信長 信長：□□□□□申し付けたぞ ○
7 信長と頭を下げる藤吉郎 ○

9 1 藤吉郎と仲間の武士 藤吉郎：というわけなんだ。
武士：なるほど
藤吉郎：貴殿の力を是非借りたいん
だ。

2 藤吉郎の仲間の武士 武士：確かにこの□□□が引き受
け申した。

3 藤吉郎の仲間の武士、頭を下げる藤吉郎
10 1 山道の中を運搬する人たち ○

2 吊るされ運ばれる材料、「木下組」と書かれた札、吹き矢を
吹く男性

○

3 矢が材料に当たり材料がパラシュートが開きつつ落ちる ○
4 材料が積まれる ○
5 塔が建つ ○
6 鉄砲で釘が打たれる扉 ○／釘打つ音
7 慣らして、慣らした土台に四角いものが打たれる ○
8 鉄砲で釘が打たれる扉 ○／釘打つ音
9 建設中の城 ○

11 1 騎馬隊の将軍 大将：それー
2 出撃する武士 ○
3 出撃する戦車と武士 ○
4 出撃する武士 ○
5 擬人化する戦車 ○
6 出撃する武士 ○
7 敵に襲われる藤吉郎だがかわして敵は回る ○／回る音
8 敵は藤吉郎の仲間の武士にあたり、仲間の武士にお尻を叩

かれる
○／回る音、ぶつ
かる音

9 擬人化した戦車が鉄砲を構える ○
10 出撃する騎馬隊 ○／馬の走る音
11 擬人化した戦車が鉄砲を撃つ ○／鉄砲の音
12 出撃する騎馬隊 ○／馬の走る音
13 茂みに隠れた鉄砲隊が撃つ ○／鉄砲の音
14 敵の騎馬隊は鉄砲にやられる ○／馬の走る

音、鉄砲の音
12 1 扇を仰ぐ藤吉郎
13 1 出来上がってゆく城 ○

2 藤吉郎の仲間の武士 ○
3 何かを上げる藤吉郎 藤吉郎：□□□□□□ ○
4 万歳する藤吉郎の仲間の武士 仲間の武士ら：おー、おー、おー ○

14 1 藤吉郎役の子供と撮影現場、かつらを取って挨拶する藤吉
郎役の子供

撮影監督：OK ○

藤吉郎役の子供：ではみなさん、さ
ようなら。

○

15 1 終　佐藤線映画製作所 ○
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